
労
組
の
大
会
日
程

＊
電
機
連
合
７
月
３
・
４
日

＊
日
立
労
組
７
月
16
日

＊
武
蔵
支
部
８
月
１
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
の
議
案

書
が
職
場
に
配
布
さ
れ
、
職

場
討
議
さ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

重
要
な
内
容
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

処
遇
制
度
の
改
訂

電
機
連
合
は
「
職
種
別
賃

金
要
求
方
式
」
を
か
か
げ
、

日
立
労
組
は
「
処
遇
制
度
の

全
面
改
訂
」
と
、
い
ず
れ
も

賃
金
論
と
し
て
の
基
本
で
あ

る
「
生
活
給
」
を
否
定
し
か

ね
な
い
「
成
果
主
義
賃
金
」

の
導
入
を
是
と
し
て
い
ま
す
。

賃
金
決
定
に
労
組
が
関
与

で
き
に
く
い
制
度
を
導
入
す

る
と
生
涯
生
活
設
計
が
出
来

に
く
く
な
り
ま
す
。

労
組
の
役
割
強
化

働
く
も
の
の
生
活
と
権
利

を
守
る
た
め
に
、
労
働
法
制

の
全
面
改
悪
や
有
事
法
制
反

対
闘
争
、
賃
金
不
払
い
残
業

の
解
消
や
経
営
戦
略
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
、
労
組
が
果
た
す
べ

き
役
割
を
実
行
す
る
重
要
な

時
期
で
す
。

今
こ
そ
”
職
場
に
労
働
組

合
を
”
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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労
組
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす
（連絡先） 日立武蔵の会
＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男
＊電話・FAX ; 042-394-0937
＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

▼
入
谷
の
朝
顔
市
が
７７

月
６
〜
８
日
行
わ
れ
、、

一
〇
〇
を
超
え
る
店
がが

出
て
大
変
な
賑
わ
い
にに

な
り
ま
し
た
▼
入
谷
のの

朝
顔
は
明
治
の
中
頃
かか

らららら
、
植
木
師
成
田
屋
留
次
郎郎

とととと
住
民
の
努
力
で
全
国
的
にに

有有有有
名
に
な
り
ま
し
た
。
し
かか

しししし
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
入入

谷谷谷谷
も
焼
け
野
原
に
な
っ
て
しし

まままま
い
ま
し
た
。
▼
入
谷
で
はは

「「「「
美
し
い
自
然
」
「
や
さ
しし

いいいい
心
」
を
育
て
よ
う
と
空
きき

地地地地
に
朝
顔
を
ま
き
、
種
を
人
々々

にににに
配
っ
た
の
で
す
。
こ
う
しし

てててて
「
入
谷
の
朝
顔
」
が
復
活活

しししし
ま
し
た
▼
最
近
、
有
事
３３

法法法法
の
成
立
、
自
衛
隊
の
海
外外

派派派派
兵
な
ど
、
き
な
臭
さ
が
とと

みみみみ
に
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。。

永永永永
田
町
に
朝
顔
の
種
を
ま
き
、、、、、

入入入入
谷
の
人
々
の
思
い
を
伝
ええ

たたたた
い
も
の
で
す
▼
人
の
優
しし

ささささ
が
充
分
に
発
揮
で
き
る
世世

のののの
中
に
し
た
い
も
の
で
す
。。

「「「「
朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
もも

らららら
い
水
」
（
千
代
女
）

集積回路

労
働
組
合
は
定
期
大
会
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
働
く
職
場
環
境

は
「
成
果
主
義
賃
金
」
の
導
入
な
ど
日
増
し
に
厳
し
く
な
り
、
労

組
の
役
割
強
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て
来
て
い
ま
す
。

NECの｢｢半半導導体体｣上場場で
400億円の売却益

ＮＥＣの半導体子会社であるＮＥＣ

エレクトロニクスは、７月２４日に東

京証券取引所に上場すると発表した。

今回の上場に際し、２３５０万株を増

資する。そのことによる資金調達額は

８８０億円になるもよう。一方、ＮＥ

Ｃは保有するＮＥＣエレクトロニクス

株のうち１０５０万株を売り出し、約

４００億円の売却益を見込む。と報道

されています。

（６月１７日「日経産業新聞より」）



電
機
連
合
の
定
期
大
会

の
議
案
討
議
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議

案
に
は
次
の
よ
う
な
問
題

点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
加
盟
労
組
に
対
し
て
、

今
後
の
労
働
条
件
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
「
処
遇

制
度
」
の
改
訂
が
提
案
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

産
別
と
し
て
の
対
応
が
ま
っ

た
く
な
い
。

②
厚
生
労
働
省
が
出
し
た

「
賃
金
不
払
い
残
業
の
解
消
」

の
指
針
が
出
さ
れ
る
な
ど
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
「
サ
ー

ビ
ス
残
業
」
に
関
す
る
表
現

も
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

③
今
回
新
た
に
提
案
し
て
い

る
「
電
機
産
業
職
業
ア
カ
デ

ミ
ー
構
想
」
は
、
組
合
員
を

会
社
の
グ
ル
ー
プ
外
へ
追
い

出
す
仕
組
み
に
な
る
可
能
性

が
極
め
て
高
い
も
の
と
い
え

る
。

④
組
合
員
の
思
想
信
条
の
自

由
を
踏
み
に
じ
る
「
政
治
団

体
」
設
立
や
選
挙
闘
争
に
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ギ
ー
を
注
ご

う
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
賃
金
闘
争

で
の
「
職
種
別
賃
金
要
求
方

式
」
の
導
入
や
、
一
時
金
闘

争
に
お
け
る
「
産
別
ミ
ニ
マ

ム
４
ヵ
月
」
が
獲
得
目
標
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

今
後
の
一
時
金
闘
争
に
お
け

る
「
賃
金
政
策
」
の
確
保
が

困
難
に
な
る
様
な
方
向
が
見

え
て
い
ま
す
。
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日立労組と日立グ
ループ連合に要請
６月１３日(金)に日立労組・関連会社

労組の組合員有志は、日立労組本部と日

立グループ連合に対し２１名の連名で要

請書を提出しました。当日は、茨城・東

京・神奈川・静岡・愛知から１１名が参

加し日立労組本部役員に会い、１時間余

にわたって実際の職場問題を踏まえなが

ら要請を行ないました。私からは「ルネ

サス」経営のチェック機能強化などを求

めました。詳細は日立懇７月を。（谷口）

電
機
連
合
大
会
議
案

｢
産
別｣

の
機
能
強
化
を
求
め
る

６月２８日（土）東京電機懇の集いがあ
りました。その中で出された職場状況の一
部の内容を紹介します。

ＮＥＣの職場では、６月２６日投票で労組
の支部役員選挙が行なわれ、立候補するの
に１０名の推薦人を集めなければならない
状況の中で、立候補ができたＮＥＣ懇談会
の人が８２６票の得票となり、得票率３５％に
なったとの報告がありました。

沖電気の職場では「沖電気の職場を明る
くする会」メンバーの３人が、職場で不払
い残業が横行していることを訴え、労働基
準監督署の調査の結果、一年分の残業代が

約５００人分で７０００万円支払われました。さ
らに、今年の春闘で一年間に８日の無給の
特別休暇が労使合意で導入されましたが、
株主総会に出席した同会の会員が「おかし
い」と質問したところ、「有給休暇として
もよい」との回答を引き出したと報告があ
りましたた。

日立国際電機の職場では、リストラで退
職させられた人を時給１０００円で再雇用
して忙しい仕事をこなしているひどい実態
も報告されました。
この時期の職場では、リストラ「合理化」
のやり放題との印象を強くしました。（Ｓ）

電機懇会員がが支部役員選挙で３５％の得票



03
年
６
月
27
日

全
国
労
働
組
合
総
連
合

事
務
局
長

坂
内

三
夫

政
府
案
を
修
正

一
、
参
議
院
本
会
議
は
本

日
、
「
労
働
基
準
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

に
つ
い
て
可
決
・
成
立
し

た
。
成
立
し
た
法
律
は
、

解
雇
ル
ー
ル
に
関
し
て
当

初
の
「
解
雇
は
原
則
自
由
」

と
す
る
政
府
案
を
大
き
く

修
正
す
る
も
の
と
な
っ
た

が
、
有
期
雇
用
や
裁
量
労

働
制
に
つ
い
て
は
附
帯
決

議
を
附
し
た
も
の
の
本
法

で
の
修
正
を
は
か
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。

運
動
の
成
果

二
、
成
立
し
た
労
働
基
準

法
「
改
正
」
案
で
は
、
解
雇

ル
ー
ル
に
つ
い
て
「
解
雇
は
、

客
観
的
か
つ
合
理
的
な
理
由

を
欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場

合
は
、
そ
の
権
利
を
濫
用
し

た
も
の
と
し
て
、
無
効
と
す

る
」
と
し
、
原
案
の
危
険
な

要
素
を
削
り
こ
れ
ま
で
の
判

例
を
具
体
化
し
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
参
議
院

の
附
帯
決
議
で
、
「
整
理
解

雇
四
要
件
に
関
す
る
も
の
を

含
む
裁
判
例
の
内
容
の
周
知

を
図
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
の

は
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

政
府
案
を
修
正
さ
せ
、
積

極
的
な
附
帯
決
議
を
採
択
さ

せ
た
こ
と
は
、
全
労
連
は
じ

め
労
働
界
が
一
致
し
て
反
対

し
た
運
動
の
成
果
で
あ
り
確

信
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

裁
量
勤
務
の
悪
用

三
、
し
か
し
有
期
雇
用
契
約

で
は
、
現
行
法
で
原
則
１
年

と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
３
年

に
、
例
外
３
年
を
５
年
と
し
、

常
用
雇
用
の
有
期
雇
用
へ
の

置
き
換
え
や
若
年
定
年
制
の

復
活
へ
道
を
開
く
も
の
と
な
っ

た
。
期
間
延
長
と
い
う
改
悪

は
認
め
る
わ
け
に
い
か
な
い
。

ま
た
、
裁
量
労
働
制
に
つ

い
て
は
、
企
画
業
務
型
の
導

入
要
件
を
緩
和
し
、
対
象
事

業
場
を
本
社
・
本
店
だ
け
で

な
く
拡
大
で
き
る
内
容
と
な
っ

た
。
今
回
、
附
帯
決
議
で｢

裁

量
労
働
制
の
適
用
事
業
場
の

拡
大
、
手
続
緩
和
が
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
隠
し
に
悪
用
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
用

対
象
事
業
場
に
つ
い
て
の
基

準
を
設
け
る｣

と
さ
れ
た
が
、

厚
生
労
働
省
が
こ
れ
を
踏
ま

え
て
不
払
い
残
業
を
撲
滅
す

る
た
め
の
厳
格
な
「
基
準
」

を
す
み
や
か
に
提
起
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

さ
ら
な
る
取
組
み
を

使
用
者
に
よ
る
ル
ー
ル
無

視
の
無
謀
な
リ
ス
ト
ラ
が
横

行
す
る
中
で
、
解
雇
規
制
が

法
律
上
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
、

解
雇
権
濫
用
に
つ
い
て
「
使

用
者
側
に
主
張
・
立
証
責
任

を
負
わ
せ
て
い
る
」
こ
と
の

確
認
が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
が

広
く
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と

を
求
め
る
。

全
労
連
は
、
今
回
の
労
働

法
制
改
悪
に
反
対
し
て
、
全

国
の
労
働
者
・
労
働
組
合
が
、

宣
伝
・
署
名
行
動
、
集
会
、

デ
モ
、
職
場
か
ら
の
ス
ト
ラ

イ
キ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
大
衆
行

動
で
た
た
か
い
抜
い
た
こ
と

に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

今
後
、
改
悪
さ
れ
た
労
基

法
・
労
働
者
派
遣
法
な
ど
の

職
場
へ
の
持
込
み
を
許
さ
ず
、

働
く
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
た

め
に
全
力
を
あ
げ
て
と
り
く

む
決
意
を
表
明
す
る
も
の
で

あ
る
。

（
全
労
連
HP
よ
り
）
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｢

解
雇
が
出
来
る｣

条
文
削
除
さ
せ
る

労
基
法
の
一
部
を
「
改
正
」
す
る
法
律
案
の
成
立
に
つ
い
てて

赤
い
宝
石
！
（
さ
く
ら
ん
ぼ
）

お
い
し
い
所
だ
け
盗
ま
れ
る

黒
い
宝
石
？
（
か
ぶ
と
虫
）

ご
っ
そ
り
盗
ま
れ
る

（
安
心
し
て
生
産
出
来
ぬ

日
本
に
な
っ
た
も
の
だ
）

休
憩
室

全全全全労労労労連連連連連
全
国
労
働
組
合
総
連
合
が
発
表
し
た
「
談
話
」
の
大
要

を
紹
介
し
ま
す
。
（
見
出
し
は
編
集
部
で
作
成
）



新
年
金
制
度
で
減
額

新
年
金
制
度
が
職
場
内
で

あ
ま
り
質
疑
も
さ
れ
な
い
で

確
認
さ
れ
て
導
入
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

50
歳
前
の
人
に
は
ポ
イ
ン

ト
増
に
な
る
グ
ラ
フ
が
示
さ

れ
た
の
で
関
心
が
薄
い
の
か

と
思
い
ま
す
が
、
50
歳
過
ぎ

て
退
職
す
る
場
合
は
確
実
に

現
制
度
よ
り
減
額
さ
れ
ま
す
。

利
率
の
上
限
も
４
・
５
％
そ

の
ま
ま
で
す
。

「
上
限
を
な
く
し
て
ほ
し

い
」
と
の
評
議
員
会
で
の
意

見
も
か
な
わ
ぬ
ま
ま
で
す
。

し
っ
か
り
働
こ
う
と
い
う
意

欲
は
、
定
年
退
職
後
の
安
心

が
あ
っ
て
こ
そ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
Ｋ
子
）

作
業
服
は

無
償
貸
与
す
べ
き

ル
ネ
サ
ス
の
夏
服
が
、
サ

イ
ズ
の
注
文
を
と
っ
て
自
費

購
入
さ
せ
ら
れ
た
。
他
の
工

場
や
関
連
会
社
で
は
無
償
貸

与
さ
れ
た
そ
う
だ
。
「
作
業

服
を
買
っ
て
ま
で
着
れ
な
い
」

と
冬
服
の
ま
ま
だ
っ
た
り
、

今
ま
で
の
青
い
服
を
着
て
い

る
人
も
結
構
い
る
。
事
務
所

の
人
達
は
冬
服
の
支
給
も
な

か
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
現
場

に
入
る
時
に
は
作
業
服
を
着

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
。
作
業
服
を
指
定
す
る
な

ら
貸
与
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。

（
Ｍ
男
）

松
下
電
器
、

全
額
変
動
利
率
に

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
松

下
電
器
は
昨
年
、
支
給
額
の

50
％
を
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ

ン
ス
プ
ラ
ン
」
に
変
更
し
た

が
、
残
り
50
％
の
確
定
給
付

部
分
も
変
動
利
率
に
改
め
た
。

そ
の
内
容
は
、
年
５
・
５
％

で
固
定
し
て
い
る
確
定
給
付

型
の
厚
生
年
金
部
分
で
、
導

入
後
利
率
は
、
10
年
国
債
の

過
去
５
年
平
均
利
回
り
に
０
．

５
％
を
加
算
し
た
率
と
し
、

上
限
を
５
・
５
％
に
す
る
。

初
年
度
は
２
・
０
％
と
な
る

見
込
み
。
勤
続
41
・
５
年
、

給
付
保
証
期
間
20
年
の
退
職

者
を
想
定
し
た
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
の
場
合
で
、
月
額
２
万
円
、

年
間
24
万
円
の
減
額
に
な
る
。

と
報
道
し
て
い
ま
す
。

日
立
の
制
度
と
比
較
し
て
、

運
用
利
率
が
上
限･

下
限
と
も

松
下
電
器
の
制
度
が
上
回
っ

て
い
ま
す
。

（
Ｔ
）

職
場
だ
よ
り
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絵
手
紙
で
ご
挨
拶

編
集
後
記

ル
ネ
サ
ス
で
の
一
時
金金

支支支支支
給
の
減
額
は
「
部
門
業業

績績績績績
格
差
」
の
制
度
も
承
継継

さささささ
れ
た
か
ら
と
の
見
解
がが

表表表表表
明
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
承
継
さ
れ
たた

本本本本本
協
定
は
４
・
３
カ
月
のの

支支支支支
給
基
準
で
あ
り
、
減
額額

さささささ
れ
た
分
の
原
資
は
し
っっ

かかかかか
り
と
保
全
さ
れ
な
け
れれ

ばばばばば
な
り
ま
せ
ん
。
（
Ｔ
）

日立年金制度の改訂で

経費１０００億円削減

日立は企業年金で、現行の４．５

％の固定金利による予定運用利回り

を廃止し、変動金利にする「キャッ

シュバランスプラン」制度を今年１

０月から導入する。

新制度導入によって退職給付債務

は約１０００億円削減できる。利回

りの下限は、１．５％または法定下
限予定利率（現時点１．２％）のい

ずれか高い方となっている。と報道

しています。（６月１６日「日刊工

業新聞より」）


